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Ⅰ展示

　常設展示では、基本テーマを｢瀬戸内海に育まれた高松の人々と暮らし｣とし、高松の原始から現代にいたる
までの歴史と文化の変遷を通観できるようにしている。高松のすばらしさを知り、理解を深めてもらうのが
目的である。
　展示手法としては、各時代における特徴的な事象をテーマにすえ、実物資料・レプリカ・模型の展示だけで
なく、映像資料・グラフィック等も駆使して、観覧者の知的要求に応じられるように特色ある展示構成を
図っている。
　また、別室のプレイミュージアム ( 学習室 ) では、パソコンなどを使って、高松の歴史や文化の情報を楽し
みながら学べるよう工夫している。
　なお、展示資料は、新収蔵資料による展示替えや資料の保存を考慮して随時入替えを行っている。

1 　常設展
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常設展示室

高松平野の成立

稲作の発展と高松

石清尾山古墳群

仏教文化と高松

原
始
・
古
代

源平合戦と屋島

武士の活躍と高松

近
　
世 讃岐三白と交通

城下町高松の発展

町人文化と高松

・ 高松最初の人類

・ 花開く仏教文化

・ 稲作前史
・ 稲作のムラ

・ 高松の古墳文化
・ 古代山城　屋嶋城

・ 古代の国際交流

・ 高松平野の奈良時代

・ 屋島合戦

・ 荘園と農民
・ 讃岐国守護細川氏
・ 戦国武将

・ 讃岐三白
・ 港町高松
・ 街道と海運

・ 高松城築城
・香東川と栗林荘
・ 高松城主松平家

・ 高松の教育
・ 町人文化と暮らし

サブテーマテーマ

プ
ロ
ロ
ー
グ

海を渡る

サブテーマテーマ

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

・ 文明開化の時代
・高松市の誕生

・市民の生活
・ 連絡船の時代

近代都市高松の発展

高松空襲

高松訪ね歩記

・ 戦時体制
・高松の戦災

近
・
現
代

高松歴史ニュース総覧映像

海を渡るプロローグ

映像資料
映像資料名映像種類等

詳細映像 ［原始・古代］

石清尾山古墳群

高松平野の姿
旧石器時代の生活
縄文時代の生活
稲作のムラ

積石塚古墳と盛土古墳
条里のムラを歩く

［中世］
兵庫北関入船納帳にみる交易
戦国の世の高松 ― 悲劇の城 喜岡城

中
　
世

・高松の上水道
・城下の賑わい



Ⅰ展示

プロローグ

ミニシアター

高松空襲

近代都市高松の発展

シンボル展示
（飛龍丸）

町人文化
と高松

城下町高松
の発展

讃岐三白
と交通

武士の活躍
と高松

高松平野の成立

石清尾山
古墳群

仏教文化と高松

源平合戦と屋島
入口

出口

… 映像資料

稲作の発展
と高松

常設展示室 プレイミュージアム
（学習室）

パズル

Q＆A
データベース
検索

高松市内の伝説

ビデオ

高松市の指定文化財

03

映像資料名映像種類等

詳細映像

［近代・現代］
文明開化の先駆者「川崎舎竹郎」

大正デモクラシーと伏石事件

高松砂漠

［近世］
再現された飛龍丸

城下町の賑わい

木村黙老と「聞ままの記」

高松城下町の変遷
・塩田風景
・丸亀町筋と常磐橋
・石清尾八幡神社
・寺町筋
・東浜舟入と内町五町

・城下の井戸
・高松藩の藩船
・本丸と天守閣

ミニシアター

「高松訪ね歩記」

・塩江美術館を行く　
・女木島を行く
・庵治石を訪ねて　　
・中央球場を訪ねて　
・盆栽を訪ねて　　　
・ガソリンカーを訪ねて
・庵治・純愛の聖地を訪ねて
・石清尾山古墳群を訪ねて
・ため池と伝説を訪ねて～三郎池・平池編～
・柴野栗山を訪ねて　
・御厩焼を訪ねて　
・遍路道を訪ねて　　　
・屋島を訪ねて　　　
・香川漆器を訪ねて　
・男木島を訪ねて
・町並みを訪ねて～仏生山・香西編～
・高松港周辺を訪ねて
・香東川を訪ねて　　
・披雲閣を訪ねて
・菊池寛を訪ねて　　
・五色台を訪ねて
・西浜を訪ねて　　　
・保多織を訪ねて
・丸亀町を訪ねて

源平屋島合戦ファンタビュー

プレイミュージアム（学習室）
映像資料名コーナー

ビデオ ・水の武術「水任流泳法」

・高松市の伝統工芸
　～玉楮象谷と美しき漆芸の世界～

・高松市の文化財Ⅰ

・へんろ道を歩く

・平家伝説を訪ねて
　～悲劇の落人たち～

・忘れかけた手作り遊び
　～親子のふれあい～

・高松の祭礼

・失われゆくふるさとの手仕事
　～日傘と紙すき～

・高松市の文化財Ⅱ
　～仏像彫刻の世界～

・古代との対話
　～高松平野の遺跡発掘～

・失われつつある手仕事「炭焼き」

・讃岐が誇る文人画家「長町竹石」

・古代の瓦～瓦が解き明かす歴史～

・古代の城～屋島に刻まれた歴史～

・たかまつのれきしクイズ
・おやこでたのしむ香川の民話
・高松の古い絵葉書コレクション

Q＆A

高松市ウェブミュージアムデータベース検索

高松市の指定文化財
高松市内の伝説

パズル（高松市の地図）

… ディスプレイ



　当館は毎年度、核となる事業として企画展を 3 回開催している。平成 25 年度は 4 回開催し、「古今

高松大物産展」、「屋嶋城が築かれた時代」、「知の巨人 藤澤東畡展」、「MAPS ～古地図の楽しみ方～」に
おいて讃岐にゆかりが深い人物や史跡等を展示・紹介した。各回の開催にあたり、下記の機関から後援を

いただいた。

朝日新聞高松総局・RSK 山陽放送・RNC西日本放送・NHK高松放送局・OHK岡山放送・KSB 瀬戸内海放送・

産経新聞社高松支局・四国新聞社・TSC テレビせとうち・毎日新聞高松支局・読売新聞高松総局
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Ⅰ展示
2 　企画展

主な展示資料 

・「日本山海名産図会」巻一～五　当館蔵

・「水産図解」巻上下　当館蔵

・歌川広重「大日本物産図会　讃岐国白糖製造ノ図」　当館蔵

・「大獅子」　香南歴史民俗郷土館蔵

・「菓子木型」　木型工房市原蔵

関連イベント

■講演会（讃岐村塾タイアップ講演会）（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
・「モノと人と情報を運んだ海の動脈」
　8月24日（土）午後1時30分～3時／講師：萩野憲司氏（東かがわ市教育委員会）
　／参加者35人

■ワークショップ（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
・「菓子木型を使って和三盆のお菓子をつくろう！」
　8月25日（日）①午後1時30分～2時30分  ②午後2時30分～3時30分
　/講師：市原吉博氏（木型工房 有限会社 市原）・上原あゆみ氏（和三盆体験ルーム
　「豆花」）/参加者56人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜・祝日午前10時30分～／展覧会担当者及び歴史資料館サポーター
　／計7回／参加者延べ73人

　高松の物産品といえば、国分台で産出され原始には西日本各地で流通し
た「サヌカイト」、ほうこうさんで有名な「高松張子」、玉楮象谷が独自の技法を
生んだ「讃岐漆器」、弘法大師が中国から持ち帰ったといわれる技法で今も
作られる「讃岐提灯」、江戸時代に高松藩５代藩主松平頼恭が奨励した
「讃岐三白」（砂糖・塩・綿）、そのほかたくさんの工芸品の数々。
　本展では、高松ならではの物産品とそれに関わる資料（木簡・絵図・文献・
錦絵など）を展示し、高松の物産史を概観。また、現代にも引き継がれている
伝統工芸品も製作者の協力を得て出品し、伝統工芸が新しい感性を加えて
進化している姿を紹介した。

第63回企画展

古今高松大物産展
　　～うまげなもん　ようけあるけん　見に来まい～

会　　期 平成25年7月27日～9月1日(32日間)

観覧者数 1,549人（うち有料観覧者数268人）

▲ 展示風景

▲ 「菓子木型を使って和三盆のお菓子をつくろう！」

印刷物
・  ポスター（B2）

・  チラシ（A4）

▲ ポスター



　663年白村江の戦いで唐・新羅軍に敗れた中大兄皇子（後の天智天皇）
は、国土防衛のために山城を西日本の各地に築かせた。そのうちの一つが
屋嶋城で、『日本書紀』にその名が記されている。近年まで屋嶋城は所在す
ら不明の幻の城だったが、平成10年の城壁の一部の発見以後、発掘調査
によって平成14年に城門を発見し、その存在が確固たるものとなるととも
に、山城の築城技術や構造なども判明した。
　また、屋嶋城が築かれた時代は白村江の戦い以後の対外的な緊張関係
の中にあり、国家体制の確立が急がれたときだった。地方では、古代山城の
築城を契機として、寺院建立、主要幹線道路や条里と呼ばれる地割の整備
などをはじめとした国家直営の大規模土木工事が相次いで実施された。支
配体制の確立をめざして評制の充実、戸籍の作成、国境の確定などの地方
統治のための制度整備や施策が実施され、現在の地方行政の原形が形作
られていった。
　今回の企画展では屋嶋城のこれまでの調査の成果を詳細に紹介すると
ともに、発掘調査成果の蓄積が目覚しい瀬戸内に所在する古代山城につ
いてもクローズアップし、古代山城の構造や築城技術について紹介した。
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主な展示資料 

・「屋嶋城（浦生地区）出土 平瓶」　高松市教育委員会蔵

・「屋島山上（南嶺）出土 壺」　高松市教育委員会蔵

・「新羅地域出土 軒丸瓦」　上原コレクション蔵

・「難波宮周辺出土 百済土器」　大阪市教育委員会蔵

・「小山・南谷遺跡出土 井戸枠」　香川県埋蔵文化財センター蔵

・「史跡鬼城山土器溜り出土 土器」　岡山県教育委員会蔵

関連イベント

■講演会（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　・「古代山城と地方支配からみた日本古代国家の成立過程」
　　9月14日（土）午後1時30分～3時／講師：森公章氏（東洋大学教授）
　　／参加者190人

■ミニ講座（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
　・「屋嶋城築城とその時代」
　　9月２8日（土）午前10時30分～12時／講師：渡邊誠（市文化財専門員）
　　／参加者105人　　　　　　　　　　　

　・「讃岐国の幕開け」
　　10月２6日（土）午前10時30分～12時／講師：信里芳紀氏（香川県
　　埋蔵文化財センター文化財専門員）／参加者80人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜午前10時30分～／展覧会担当者及び歴史資料館サポーター
　／計7回／参加者延べ98人

第４回古代山城サミット高松大会開催記念企画展 会　　期 平成25年9月14日～10月27日（38日間）

観覧者数 2,230人（無料）

▲ ポスター

印刷物
・  ポスター（B2）

・  チラシ（A4）

・ 図録（A4縦・61頁）

▲ 展示風景

▲ 講演会

▲ 図録

屋嶋城が築かれた時代
やしまのき

Ⅰ展示



▲ 展示風景

▲ 「茶会」

印刷物
・  ポスター（B2）

・  チラシ（A4）

・  図録（A4縦・64頁）
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主な展示資料 

・藤澤東畡「東畡肖像」 　高松市塩江美術館蔵

・藤澤南岳「東畡先生文集」 　高松市塩江美術館蔵

・藤澤東畡「扇面七言律詩」 　当館蔵

・藤澤東畡「陶淵明 七言絶句」 　当館蔵

・松平賴該「花鳥図屏風」　個人蔵

・「揚家宛藤澤東畡書簡」 22通　個人蔵

関連イベント

■講演会
・「藤澤東畡と泊園書院の門人たち」（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　11月9日（土）午前10時30分～12時／講師：藪田貫氏（泊園記念会会長）
  ／参加者60人

・「藤澤東畡の交友と書」（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　11月16日（土）午後1時30分～3時／講師：太田剛氏（四国大学文学部教授）
　／参加者40人

・「泊園書院と藤澤南岳の学芸」（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　11月23日（土・祝）午後1時30分～3時／講師：吾妻重二氏（関西大学文学部教授）
　／参加者60人

・「藤澤東畡の書簡について」 （サンクリスタル高松3階・第１集会室）
  11月30日（土）午後1時30分～3時／講師：占部日出明氏（東かがわ市歴史
　民俗資料館運営委員） ／参加者48人

・「啄木に泣かれた藤澤代議士‐藤澤黄鵠と石川啄木‐」 （サンクリスタル高松
　3階・第１集会室）
  12月23日（月・祝）午後1時30分～3時／講師：田山泰三氏（国際啄木学会
　会員）／参加者76人

■企画展記念「茶会」（歴史資料館ロビー）
　11月30日（土）、12月23日（月・祝）午前9時30分～午後4時／席主：藤澤東畡顕彰会
　／参加者延べ205人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜午前10時30分～／展覧会担当者及び歴史資料館サポーター
　／計7回／参加者延べ72人

　現在の高松市塩江町出身の漢学者である藤澤東畡（1794-1864）は、文
政８（1825）年に漢学塾である泊園書院を大坂に開いた。泊園書院は幕末
には懐徳堂をしのぐ大坂最大の私塾として栄え、その後は息子の南岳、南岳
の長子黄鵠、次子黄坡の「三世四代」にわたって受け継がれ、幕末から近代
における漢学振興と漢詩文普及に貢献した。
　本展は泊園書院の創始者である藤澤東畡の数え年で没後150周年にあた
ることを記念して、大坂に在住する藤澤東畡から地元揚家へ宛てた貴重な書
簡の一部を初めて一般公開するとともに、東畡・南岳・黄鵠・黄坡の三世四代
の当主に関係する屏風・書軸・書籍や幕末に活躍した地元出身者ゆかりの資
料を展示した。

第64回企画展 会　　期 平成25年11月9日 ～12月23日（39日間）

観覧者数 2,591人（うち有料観覧者数200人）

▲ 図録

▲ ポスター

とうがいふじさわ

知の巨人 藤澤東畡展～没後 150 年記念～

　

Ⅰ展示



　古い地図の中で、近世以前に作られた地形や建物を絵画風に表現した
地図のことを絵図という。江戸時代、幕府は諸大名に命じてそれぞれの国
の詳細な絵図を作らせ、それを徴集して日本全体の国絵図を編集した。こ
の国絵図は、日本全土を国郡制で掌握し、石高や村落を把握する上で、重
要な役割を果たした。
　また、国絵図のほかにも城下町を描いた城下絵図、宿場・街道などが詳
細に記された道中図、船の航海路を示した海路図など、さまざまな絵図が
残されている。これらは、縮尺などの正確さには欠けるが、絵画的・史料的
価値があるものが多く、その時代を知る手がかりになっている。
　幕末になると、測量の技術が高くなり、経緯線を使い距離・方角を正確に
表した輿地図とよばれる地図が刊行された。このほかにも、実測に基づい
て作成された地図がたくさん出版され、街づくりの整備、観光のために不可
欠なものとなった。
　香川大学図書館と協同開催する本展では、神原文庫の蔵書の中の古い
地図や資料、当館所蔵の高松や香川（讃岐）ゆかりの絵図・地図資料等を
合わせて展示・紹介した。
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主な展示資料 

・「讃岐国絵図」　当館蔵

・「《新刻》日本與地路程全図」　神原文庫蔵

・「生駒家時代　讃岐高松城屋敷割図」　当館蔵

・「瀬戸内海路図」　当館蔵

・「日本鳥瞰中国四国大図絵」　当館蔵

・「高松市街図屏風」　当館蔵

関連イベント

■街歩きワークショップ
　・「古地図を見ながら城下町を歩いてみよう！」
　　２月２２日（土）午後1時～3時／講師：田中健二氏（香川大学教授）
　　／参加者30人　　　　　　　　　　　

■講演会（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　・「古地図の楽しみ方」
　　３月１日（土）午後1時30分～3時／講師：上杉和央氏（京都府立大学
　　文学部准教授）／参加者102人

■ワークショップ（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
　・「地図を舞台にした世界のボードゲームで遊ぼう！」
　　３月１５日（土）午後1時30分～3時／講師：末原俊幸氏（「世界のボード
　　ゲームを広める会ゆうもあ」会員）／参加者38人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜午前10時30分～／展覧会担当者及び歴史資料館サポーター
　／計6回／参加者延べ74人

第65回企画展　香川大学図書館  神原文庫資料展 会　　期  平成26年2月8日～ 3月23日（38日間）

観覧者数 1,663人（うち有料観覧者数362人）

▲ ポスター

印刷物
・  ポスター（A2）

・  チラシ（A4）

・ 図録（A4横・24頁）

▲ 展示風景 ▲ 街歩きワークショップ

▲ 展示資料　讃岐国絵図（当館蔵）

▲ 図録

ＭＡＰＳ～古地図の楽しみ方～

かんばら

Ⅰ展示



Ⅰ展示

大本家 漆原の

調度と生活

平成25年度
高松市歴史資料館収蔵品展

2013年４月20日(土) ～６月２日(日)

場   　  所：高松市歴史資料館　企画展示室（サンクリスタル高松４階）
　　　　     〒760-0014　高松市昭和町一丁目2-20　tel.087-861-4520
休  館   日：月曜日（休日の場合は翌日）
開館時間：午前9時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
入  場   料：一般200円　大学生150円　※団体20人以上は2割引 
                         ＊高校生以下および長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料
主　     催：高松市歴史資料館
 

場   　  所：高松市歴史資料館　企画展示室（サンクリスタル高松４階）
　　　　     〒760-0014　高松市昭和町一丁目2-20　tel.087-861-4520
休  館   日：月曜日（休日の場合は翌日）
開館時間：午前9時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
入  場   料：一般200円　大学生150円　※団体20人以上は2割引 
                         ＊高校生以下および長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料
主　     催：高松市歴史資料館
 

　江戸時代から近代まで続いた、高松市南部に位置する三
谷地区の大庄屋・漆原家に伝わる品々から、村内の民政を
つかさどった村役人の生活をたどった。
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3 　テーマ展 ( 収蔵品展など )

　　　―大本家漆原の調度と生活―
収蔵品展

■ 会　　期
平成25年4月20日～6月22日（38日間）

■ 観覧者数
1,773人（うち有料観覧者数450人）

 ポスター

▲

4 　ロビー展

「藤澤東畡展」にあわせて彼を取り巻く讃岐の知識
人のネットワークを相関図にして展示・紹介した。
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03
「昔の商い」をテーマに、引札や商売で使われて
いた道具を展示・紹介した。

昔の商い―広告と道具― 7/23 ~ 9/8

05
資料館が所蔵しているむかしのお金（皇朝十
二銭～江戸時代の貨幣・紙幣まで）を展示・紹
介した。

■ワークショップ

・「和同開珎を作ろう」（サンクリスタル高松4階・

　歴史資料館ロビー）

　4月28日（日）午後2時～／参加者：2回延べ52

　人（補助者含む）

01 4/16~ 6/7

02

引田城跡を国指定史跡とすることを目指した調
査成果を多くの人に知ってもらうために、ミニ巡
回展を東かがわ市教育委員会と共催した。

今に残る引田城跡
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12/5 ~12/20

むかしのお金

7/9 ~ 7/21
富士山が世界遺産に登録されたことにち
なみ、当館所蔵の富士山に関係する資料
を展示・紹介した。

香川の幕末漢学者相関図    11/9 ~ 12/28

「富士山」展 仇討～忠臣蔵に思いを馳せて～ 12/14~12/28 
赤穂事件をもとにした「忠臣蔵」に思いを馳せる
歌舞伎の様子を描いた錦絵や玩具を展示した。

08 えとのがんぐ　馬    1/4~2/16
土・紙・木・わらなど身の回りにある素材を用い
て作られた馬の郷土玩具の数々を展示・紹介し
た。

昔の商い　―広告と道具―
歴史資料館ロビー展

あきな

７月２３日（火）～９月８日（日）
午前９時～午後５時  月曜日休館

　当ロビー展では、企画展「古今高松大物産展」の

開催に併せ、「昔の商い」をテーマに、引札や商売で

使われていた道具を展示・紹介します。

　引札は、江戸中期から明治期にかけて、広告チラシと

して刷られました。これは宣伝のためだけではなく、

見て楽しむことも目的のひとつとされ、絵の題材には

縁起物やおめでたいものが多く選ばれました。

　昔の商売の様子を、広告や道具から想像して

お楽しみください。

ひきふだ

04
福岡県大野城市キャラクター「大野ジョー」ととも
に古代山城の魅力を紹介した。

古代山城写真パネル探訪 9/10 ~ 10/27 09 地図づくりの道具たち 2/18~ 3/30
江戸時代の測量方法をはじめ、江戸時代から現
代にかけての測量道具や製図道具を展示・紹介
した。

  

よ　ち ぜんずえんかいにほんだい

(
)

(
)

(
)

　江戸城中「松の廊下」での刀傷沙汰をきっかけとして、今から約300年前、元禄15年（1702）

12 月 14 日、江戸両国の吉良上野介屋敷において、大石内蔵助を中心とした播州赤穂浅野家の

浪士 47 名による仇討事件が起こりました。かの有名な『忠臣蔵』のおはなしの元となった

「赤穂事件」です。

　赤穂事件のおはなしは、庶民の間で話題になり、書籍になるばかりでなく、歌舞伎や錦絵

にも描かれ、大変な評判となりました。おなじみの『忠臣蔵』のストーリーは、赤穂事件をもと

にして、人形浄瑠璃や歌舞伎の題材として作られたものです。現在でも、年末になると、ドラマ

や時代劇に登場します。

　今回のロビー展では、歌舞伎の様子を描いた錦絵や玩具等から『忠臣蔵』に思いを馳せます。

30

 

関連イベント

■ワークショップ
・「高松市三谷町森本建具店の組手雑貨」（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
　5月11日（土）午後1時30分～／講師：森本隆氏（森本建具店）／参加者
　22人

■講演会（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
・「讃岐の豪農」
　5月26日（日）午後2時～／講師：平野祐一氏（香川建築探偵団代表/一級
　建築士）／参加者90人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜午前10時30分～／展覧会担当者及び歴史資料館サポ
　ーター／計7回／参加者延べ66人　
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　「開かれた資料館」をめざし、当館では教育普及に積極的に取り組み、資料を通して市民との対話に努めて
いる。そのひとつに、郷土の歴史をより楽しみながらよく知るために、学校教育との連携を図り、市内の小
学生を対象に行う「サンクリスタル学習」を実施している。また、生涯学習の場として、「夏休みこども歴
史講座」をはじめ様々な講座などを開催するとともに、博物館実習を希望する学生の受け入れをし、学芸員
の養成に寄与している。 

　当館 (4F) は、図書館 (1・2F) と菊池寛記念館 (3F) との複合館で、「サンクリスタル高松」の名称で呼ばれ
ている。この複合館という利点を生かし、より充実した学習内容と効果をめざすため、市内の小学生を対
象とした「サンクリスタル学習」を平成 5年度から当館が事務局となり実施している。
　展示資料を活用し、分かりやすく歴史を伝え、親しんでもらうために、また、小学生が興味を持って資料
に接することができるように、学習の際の補助的な教材として「サンクリスタルノート」を作成している。
また、展示解説の際には、校区にある遺跡や古墳などの話を織り交ぜ、興味深く歴史学習ができるように
努めている。
　サンクリスタル学習を実施するにあたり、各小学校の担当教諭を集めて説明会を開くとともに、それぞれ
学習実施前には綿密な事前打合せを行っている。また、必要に応じて各小学校の利便性を考慮し、大型バス
等の手配をしている。

1 　サンクリスタル学習

サンクリスタル学習参加校

10 月

７月

9月

11 月

12 月

1月

２月

5月

６月

三渓小学校

古高松南小学校
古高松小学校
花園小学校

木太小学校

木太南小学校
国分寺南部小学校
川岡小学校
円座小学校
多肥小学校
十河小学校
屋島西小学校

川添小学校
屋島東小学校
鬼無小学校
庵治第二小学校
川島小学校

弦打小学校
前田小学校
太田小学校
国分寺北部小学校
香西小学校
檀紙小学校
安原・塩江小学校
植田小学校

牟礼北小学校
林小学校
木太北部小学校
大野小学校

鶴尾小学校

屋島小学校
香南小学校
高松第一小学校

44名

103名
126名
40名

96名

137名
132名
35名
127名

104名

31名
50名
3名

101名

95名
34名
154名
153名
95名
98名
31名

78名

35名

81名
126名
103名

42名
131名

31名

112名

79名

118名
161名

合計　33校   2,886名

教育普及Ⅱ



▲ポスター

▲講座風景

▲講座風景

Takamatsu Historical Museum
高松市歴史資料館高松市歴史資料館

戦
時
中
の
高
松
の
暮
ら
し

戦
時
中
の
高
松
の
暮
ら
し

パ
ー
ト
２

パ
ー
ト
２

高松市歴史資料館  学習室コーナー
（サンクリスタル高松４階）

午前９時～午後５時（入室は４時３０分まで）

一般２００円　大学生１５０円　高校生以下無料

＊２０人以上の団体は２割引

＊長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料

入 場 料●
開館時間●

会　　場●

　歴史資料館の学習室コーナーでは、平和記念室から新たにお借り

した資料を展示します。戦時中の高松の人々の暮らしについて、収束

焼夷弾のレプリカや上空写真などにみる高松空襲の被害状況、また

国民総動員体制による女性や子どもの勤労奉仕・軍事訓練の様子、金属

供出風景などの写真パネルから知ることができます。

　これらを通じて、現在当たり前になっている平和について考えるきっかけ

になればと考えています。

　歴史資料館の学習室コーナーでは、平和記念室から新たにお借り

した資料を展示します。戦時中の高松の人々の暮らしについて、収束

焼夷弾のレプリカや上空写真などにみる高松空襲の被害状況、また

国民総動員体制による女性や子どもの勤労奉仕・軍事訓練の様子、金属

供出風景などの写真パネルから知ることができます。

　これらを通じて、現在当たり前になっている平和について考えるきっかけ

になればと考えています。

From 平和記念室

学習室コーナー展示

平成２５年９月１０日（火）

平成２６年３月３０日（日）

〜

10

2 　学習室展示

■  主催事業

　平和記念室から資料を借用して展示した。前期は、戦時中
の高松の人々の暮らしを写した写真パネルや、当時の雑誌・
服などを展示した。また後期には、焼夷弾のレプリカや上空写
真などにみる高松空襲の被害状況なども展示し、来館者に当
時と今の生活の違いを感じていただいた。
期間：前期 平成25年4月2日～平成25年9月1日
　　  後期 平成25年9月10日～平成26年3月30日

「戦時中の高松の暮らし」

教育普及Ⅱ

3 　講座

■  主催事業

　郷土高松の歴史をもっと知りたい・学びたいと思う小中学生のた
めにテーマを決め、現地見学を行う講座を開催した。

夏休みこども歴史講座

　教科書には載っていない屋島合戦の色々なエピソードを聞いたり、
当時の屋島の状況や歴史を学びながら実際に史跡を巡り、自由研究の
一助とした。
7月30日・8月1日・8月7日／講師：山元敏裕・渡邊誠（文化財課）　
／参加者：2回（1回中止）延べ33人（補助者含む）

古代屋島を探検しよう！
10月14日／講師：田山泰三氏（英明高校教諭・郷土史研究家）
／参加者：62人

「屋嶋城と軍王」

　春休み・夏休み・冬休みの期間、中学生以下の子どもを対
象に、当館展示物にちなんだ歴史クイズで歴史や資料館に
親しんでいただいた。

歴史クイズにチャレンジしよう！

歴史資料館特別講座

 参加者：延べ570人

　実際の古文書を題材に取り上げ、講師を招いて「古文書にくらし
をさぐる」と題し、古文書に親しむ講座を開催した。
8月22日・9月19日・10月17日・11月21日・1月16日・2月20日・3月20日
／講師：三谷敏雄氏（元高等学校教諭）／参加者：7回延べ385人

古文書講座



■  共催事業

講座名 期日 講師

■  讃岐村塾

参加人数

讃岐の豪農

香川の食文化は日本一
モノと人と情報を運んだ、海の動脈
古代山城と地方支配からみた国家形成過程
鬼無桃太郎百年
藤澤東畡の書簡について
讃岐ゆかりの大和古印と印人
古文書を楽しむ
高松藩藩校講道館最後の総裁片山冲堂の
生涯と業績

旅行案内今昔記～うどん県時間旅行物語～
5月 26 日
6月 22 日
7月 27 日
8月 24 日
9月 14 日
10 月 26 日
11 月 30 日
12 月 21 日
2月 22 日
3月 22 日

平野祐一氏（香川建築探偵団代表 / 一級建築士）
北山健一郎氏（香川県政策部文化振興課  課長補佐）
末原俊幸氏（高松市中央卸売市場業務課 /シニア野菜ソムリエ）
萩野憲司氏（東かがわ市教育委員会生涯学習課）
森公章氏（東洋大学文学部史学科教授）
今岡重夫氏（勝賀城跡保存会事務局長）
占部日出明氏（東かがわ市歴史民俗資料館運営委員）
田淵元博氏（藤井学園寒川高等学校教諭）
三谷敏雄氏（古文書講座講師）
田山泰三氏（英明高等学校教諭）

 90
 21
 33
 35
190
 39
 48
 27
 33
 54
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■  サポート事業
サポーター養成講座及び活動
　サポーターによる展示解説のための事前研修を実施し、必要な能力を培った。

講座名 期日

活動名 期日（いずれも午前 10 時 30 分～） 内容

ミュージアムトーク
展覧会場にて展示解説

■  第４回古代山城サミット高松大会開催記念企画展
　　　「屋嶋城が築かれた時代」
ミュージアムトーク

展覧会場にて展示解説

■  収蔵品展「大本家漆原の調度と生活」

■  第 64 回企画展「知の巨人  藤澤東畡展
　　　～没後 150 年記念～」

ミュージアムトーク
展覧会場にて展示解説

■   第 63 回企画展「古今高松大物産展
　　　～うまげなもん ようけあるけん 見に来まい～」

ミュージアムトーク
展覧会場にて展示解説

 ４月例会 4 月 7 日

 ５月例会 中止

 ６月例会 6 月 2 日

 ７月例会 7 月 7 日

 ８月例会 7 月 28 日

 ９月例会 9 月 8 日

10 月例会 10 月 6 日

11 月例会 11 月 10 日

12 月例会 12 月 8 日

 １月例会 1 月 12 日

 ２月例会 2 月 9 日

 ３月例会 3 月 2 日

9月

7月
8月
9月

10月

11月
12月

15・22・29日

10・17・24日

28日

1・8・15・22日

ミュージアムトーク
展覧会場にて展示解説

■  第 65 回企画展  香川大学図書館 神原文庫資料展
　　　「ＭＡＰＳ～古地図の楽しみ方～」

   2月
   3月

9・16・23日
9・16・23日

6・13・20・27日

4月
5月
6月

21・28日

2日

1日

5・12・19・26日

4・10・11・18・25日

教育普及Ⅱ



maimaiko
高松市資料館だより【まいまいこ】 ぐるぐるとまわる、という意味の讃岐の方言

「まいまいこする」からつけました。

特集「おもてなし」
館長コラム
グッズ紹介

おもて
なし。
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表紙：歴史資料館所蔵の郷土玩具面　編集：広瀬杏子（歴史資料館）/久保清子（菊池寛記念館）
/有友雅子（石の民俗資料館）/仁木智惠（讃岐国分寺跡資料館）/杉山有美（香南歴史民俗郷土館）  発行：高松市歴史資料館  2014.03

菊池寛記念館

歴史資料館 石の民俗資料館

讃岐国分寺跡資料館

香南歴史民俗郷土館

観覧料　一般：200円　大学生：150円　高校生以下は無料
※長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料

讃岐国分寺跡資料館

高松市国分寺町国分2177番地1
TEL　087-874-8840
観 覧 料:大学生以上100円(80円)、高校生以下は無料

　　　　　　(　)内は、20人以上団体料金

　　　　　　※長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料

開館時間:9:00～16:30
休 館 日:月曜日(休日の場合は翌日)

香南歴史民俗郷土館

高松市香南町由佐253番地1
TEL　087-879-0717
観 覧 料:無料

開館時間:9:00～17:00(入館は16:30まで)
休 館 日:月曜日(休日の場合は翌日)

観 覧 料:一般200円(160円)、大学生150円(120円)、

　　　　　高校生以下は無料　(　)内は、20人以上団体料金

　　　　　※長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料

石の民俗資料館

高松市牟礼町牟礼1810番地
TEL　087-845-8484

開館時間:9:00～17:00(入館は16:30まで)
休 館 日:月曜日(休日の場合は翌日)

開館時間：午前9時～午後4時30分まで
休 館 日：月曜日（休日の場合は、翌日）

高松市讃岐国分寺跡資料館
TEL　087-874-8840

開館時間：午前9時～午後5時まで（入館は午後4時30分まで）

休 館 日：月曜日（休日の場合は、翌日）

高松市香南歴史民俗郷土館
TEL　087-879-0717

開館時間：午前9時～午後5時まで（入館は午後4時30分まで）

休 館 日：月曜日（休日の場合は、翌日）

菊池寛記念館
TEL　087-861-4502

各館の連絡先、地図

2013. (4～6月)
春号

お知らせ

観覧料　一般：200円　大学生：150円　高校生以下は無料
※長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料

高松市石の民俗資料館
TEL　087-845-8484

開館時間：午前9時～午後5時まで（入館は午後4時30分まで）

休 館 日：月曜日（休日の場合は、翌日）

高松市歴史資料館
TEL　087-861-4520

開館時間：午前9時～午後5時まで（入館は午後4時30分まで）

休 館 日：月曜日（休日の場合は、翌日）

収蔵品展

「大本家 漆原の調度と生活」
4月20日（土）～6月2日（日）
しっくいの壁の長屋門、広大な敷地を囲む塀と堀。高松市
三谷町に今もたたずんでいる大きなお屋敷は、江戸時代
から近代まで続いた大庄屋・漆原家です。その漆原家
より寄贈を受けた資料には、地域の歴史や文化を物語る
貴重な文化財が多く含まれています。
本展では、これらの漆原家資料から、調度品やさまざまな
用具を展示し、村内の民政をつかさどった村方の生活を、
「仕事」「祝い」「教養」「娯楽」の4つの視点から紹介
します。

企画展

6月8日（土）～7月21日（日）
「吉川英治展 ー読み継がれる文学ー」（仮称）

昭和を代表するベストセラー作家、吉川英治。彼の作品
である『宮本武蔵』・『三国志』・『新・平家物語』などは、
没後50年を経た現在でも広く読み継がれ、映画やテレビ
ドラマ、漫画などにも広く展開されてきました。
本展では、原稿や書画、自筆資料などから吉川文学の
魅力をあますことなく紹介します。

観覧料　一般：100円　高校生以下は無料
※長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料

埋蔵文化財展

「讃岐国府跡を探る４」
5月14日（火）～6月23日（日）
発掘調査により出土した遺物・写真パネル等を展示します。

発掘調査により出土した遺物・写真パネル等を展示します。

「讃岐国分尼寺跡発掘調査成果」
6月25日（火）～9月29日（日）

企画展

企画展

観覧料　一般：200円　大学生：150円　高校生以下は無料
※長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料

「文化協会むれ」の指導者たちによる作品展です。
4月12日（金）～4月21日（日）
「萌（めばえ）展」

瀬戸内国際芸術祭2013関連事業である「かがわ・山なみ
芸術祭」のひとつとして『循環する命』をテーマに、美術家
の加藤直樹・藤原慎治・古川守一の3氏による造形作品を
展示します。

4月27日（土）～5月21日（火）
「山のあちらとこちら側 ～循環する命～」

共催展（観覧無料）

観覧料　無料

「～城山生誕250年～ 第8回 城山まつり」
4月20日（土）～5月26日（日）
郷土の儒学者「中山城山」ゆかりの書物や軸を公開します。

通信
museumみゅーじあむ

企画展

「土鈴コレクション展」
3月24日（日）～4月14日（日）
郷土館所蔵の土鈴コレクションを展示します。
干支、節句人形、各地に伝わる郷土玩具など約600点
が大集合します！

企画展

とほ っ

期間：～5月6日（月・振休）まで
対象：中学生までの子どもたち
参加：無料

菊池寛記念館　歴史資料館　コラボ企画

春のきくち・れきしクイズ

サンクリスタル高松の3階・菊池寛記念館
と4階・歴史資料館でクイズにチャレンジ
して、景品をゲットしよう！

歴史資料館
石の民俗資料館
讃岐国分寺跡資料館

各館で随時友の会会員を募集中
です。年会費は500円（石の
民俗資料館は1,000円）
詳しくは各館にお問い合わせ
下さい。

友の会会員募集中！

観 覧 料:一般200円(160円)、大学生150円(120円)、高校生以下は無料

　　　　　　(　)内は、20人以上団体料金　※長寿手帳・身体障害者手帳等の所持者は無料

開館時間:9:00～17:00(入館は16:30まで)
休 館 日:月曜日(休日の場合は翌日)

歴史資料館

菊池寛記念館
高松市昭和町一丁目2番20号
【歴史資料館】(サンクリスタル高松4階)
　　　　　　　　　　TEL　087-861-4520
【菊池寛記念館】(サンクリスタル高松3階)
　　　　　　　　　　TEL　087-861-4502

サンクリスタル高松

じょうざん

展　示

5月 6月

歴史資料館

菊池寛記念館

石の民俗資料館

香南歴史民俗
郷土館

讃岐国分寺跡
資料館

香南歴史民俗郷土館

共催展　観覧料：無料

「第35回香南さつき展」
5/31（金）～　６/2（日）

＊最終日は午後3時まで
香南さつき会が丹精込めて育てたさつきの
盆栽展です。

「第17回土遊会陶芸展」
6/8（土）・　6/9（日）

＊最終日は午後4時まで
陶芸愛好家のグループ土遊会会員が、
手びねりで制作した作品展です。

企画展　観覧料：無料

「第8回わが家のお宝展
　*え～もん・おもっしょいもん大集合*」
6/16（日）～　7/14（日）
市民の方より出品された自慢の品を、お宝
の由縁や思い入れを綴ったエピソード
とともに紹介します。

4/12(金)～4/21(日)
「萌（めばえ）展」

4/20(土)～5/26(日)
「第８回 城山まつり」

5/31(金)～　6/2(日)
「第35回 香 南さつき展」

6/8(土) ・ 6/9(日)
「第17回 土遊会陶芸展」

6/16(日)～7/14(日)
「第8回　わが家のお宝展」

5/14(火)～ 6/23(日) 「讃岐国府跡を探る４」
6/25(火)～9/29(日)

「讃岐国分尼寺跡発掘調査成果」

4/27 (土)～5/21(火)
瀬戸 内国際芸術祭2013関連事業「山のあちらとこちら側～循環する命～」

5/31(金)～6/9(日)
「水無月展（前期)」

6/28(金)～7/7(日)
「文月展」

3/16(土)～4/7(日)
「高松ニッパーズ プラモデル展」

6/8(土)～7/21(日) 「吉川英治展‐読み継がれる文学‐（仮称）」

2013年　4月

6/14(金)～6/23(日)
「水無月展（後期)」

菊池寛記念館

ミニコレクション展　観覧料：無料

「奈良と文学（仮称）」
5/8（水）～　6/2（日）

展示・催し物（4月～6月）

4/20 (土)～6/2(日) 「大本家 漆原の調度と生活」

4/16(火)～6/7(金) 「むかしのお金」3/12(火)～4/14(日)

「『野球王国高松』の殿堂　在りし日の高松市中央球場」

5/8(水)～6/2(日) 「奈良と文学（仮称）」

石の民俗資料館

「水無月展(前期)」
5/31（金）～　6/9（日）

「文化協会むれ」所属の墨友会の作品

を展示します。

「水無月展(後期)」
6/14（金）～　6/23（日）

「文化協会むれ」所属の草萌、革の花

同好会の作品を展示します。

「文月展」
6/28（金）～　7/7（日）

「文化協会むれ」所属の絵手紙同好会、

押し絵同好会の作品を展示します。

共催展　観覧料：無料

歴史資料館

ロビー展　観覧料：無料

「むかしのお金」
4/1６（火）～6/7（金）

「和同開珎」からはじまり、今では私たち
の生活に必要不可欠となったお金。
今回の展示では、歴史資料館が所蔵して
いるむかしのお金（皇朝十二銭～江戸時代
の貨幣・紙幣まで）を展示・紹介します。

わどうかいちん

「『野球王国高松』の殿堂
　　在りし日の高松市中央球場」
3/12（火）～4/14（日）
戦後香川の野球の華やかな舞台となった
高松市中央球場の姿を写真パネルなど
１７点により振り返ります。

※お問い合わせは、香南歴史民俗郷土館まで

香南歴史民俗郷土館では、4月・5月は第2日曜日午前10時
から、6 月は第 3 日曜日午前 9 時 30 分から、月釜茶会を
行っています。
薄茶席で御菓子や御抹茶を気軽に楽しんでいただくことが
できますので、皆様どうぞお越しください。

・4月14日(日)　席主：森本 宗恵 (裏千家　高畑宗稔社中)

・5月12日(日)　席主：真子 博子 (表千家)

・6月16日(日)　席主：熊野 宗翆 (裏千家)

由佐城月釜茶会茶 会

4月・5月

第 1 席　午前 10 時
第 2 席　午前 11 時
第 3 席　正午
第 4 席　午後 1 時
第 5 席　午後 2 時

6月～

第 1 席　午前 9 時 30 分
第 2 席　午前 10 時 15 分
第 3 席　午前 11 時
第 4 席　正午
第 5 席　午後 1 時
第 6 席　午後 2 時

前売券：400 円 ( 香南歴史民俗郷土館にて販売 )
当日券：500 円

香南歴史民俗郷土館　 
　　天守閣開放
 5/1(水)
　 ～5/6(月・振休)

5月3日は香南歴史民俗郷土館の開館記念日に
あたり、その前後に天守閣を開放します。

とうゆうかい

「土鈴コレクション展」
3/24(日)～4/14(日)

※お問い合わせは、石の民俗資料館まで

フォークソンググラフティ
 よみがえれ青春!心の旅コンサート2013

日　時：5月5日(日・祝)
　　　  開演13:30
場　所：石の民俗資料館
　　　  エントランスホール
入場料：無料

昨年、結成20年を迎えリニューアルした
フォークソンググラフティが、1970年代
の曲を中心に演奏します。

口笛＆オカリナ ジョイントコンサート
 ～新しい風を感じて～

日　時：5月18日(土)
　　　  開場18:00　開演18:30
場　所：石の民俗資料館
　　　  エントランスホール
入場料：大人1,000円
　　　　小・中・高生500円

2010 TOKYO国際口笛フェスティバル
グランドチャンピオンの田所敦氏の口笛と、
古市晶子氏のオカリナによるコンサートです。

コンサート

　博物館学芸員資格取得に必要な博物館実習課程履修のため、各大学から要請のあった学生を受け入れ、
博物館実習を行った。

4 　博物館実習

　8月 5日～ 8月 10 日（6日間）　計 2人

■  maimaiko （まいまいこ）

▲第 7号（2014 年 3月発行）

■  ほっとmuseum通信

▲2013 年春号

　
5 　広報活動

　館の情報を広く周知し利用促進を図るため、リーフレット・ポスター・チラシ等を高松市内外の関係施
設や観光案内所・ホテル等へ配布したほか、インターネットで各種展示・講座の案内、資料紹介、高松の
歴史や文化に関する様々な情報提供を積極的に行った。
　また、当館・菊池寛記念館・石の民俗資料館・香南歴史民俗郷土館・讃岐国分寺跡資料館の５館の展示
やイベント予定を掲載した『ほっとmuseum 通信』を年 4回、5館の取り組みや市民との活動を伝える『高
松市資料館だよりmaimaiko( まいまいこ )』を年 1回発行した。
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　香南歴史民俗郷土館にはゆったりとくつろげる「おもてなし空間」の図書室があり
ます。
　郷土館内に併設している図書館で、県史や市史などの歴史書や郷土に関する本を中
心に１万冊の本を収蔵しています。歴史関係の専門書以外にも、児童本や一般書・ベ
ストセラーなど人気本も数多く備えています。
　図書館では小・中学生が夏休みの宿題や調べ学習をしたり、一般の方も研究の資料
を探したり読書を楽しんでいらっしゃいます。利用者の方からは「手に取りやすい場
所に読みたい本が見つかるわ」「この本読みたかったのよ」と好評なんです。閲覧だ
けでなく、貸し出しも可能です。
　インターネットや電子辞書などで本や文字が調べられるようになり、本を読む機会
が少なくなっています。活字離れが進むこの時代ですが、郷土館であなたのお気に入
りの本を探して、ゆったりとした時間を楽しみませんか？あなたの読みたい本もきっ
と見つかるはずです。

本の貸出　　一人５冊まで　貸出期間 2週間
　　　　　　　＊原則として香南歴史民俗郷土館の図書カードに登録された方に限る

香南歴史民俗郷土館
高松市香南町由佐 253-1
Tel.087-879-0717　
開館時間：9:00 ～ 17:00
月曜休館（休日の場合は翌日）

　石の体にズボンを穿いて、頭にカラフルなアンテナをたててい
るのは誰・・・？
　それは「アン・ツー・ゴ」！

　アン・ツー・ゴは石匠の里公園のキャラクターです。名前の由
来はアン＝アンテナ（情報をキャッチする）、ツー＝ツバキ（旧牟
礼町の町花）、ゴ＝五剣山からきています。毎日、芝生広場でお客
様をお出迎えしている彼は、牟礼・庵治両町で採れる庵治石を使
用し、地元の石工さんご協力のもと職員が制作したものです。
　階段を上って資料館にお入りいただくと、エントランスホール
から高松市街を見渡すことができます。天気の良い日は高松空港
まで眺望できるほどです。テーブルとイスを用意していますので、
ゆっくりと景色をお楽しみください。テーブルにアン・ツー・ゴ
が隠れているので、探してみてくださいね。

石の民俗資料館
高松市牟礼町牟礼 1810
Tel.087-845-8484　
開館時間：9:00 ～ 17:00
月曜休館（休日の場合は翌日）

　「いらっしゃいませ。ようこそ歴史資料館へ。」当館の案内板
には見慣れぬ達筆フォントが並びます。それもそのはず、なんと、
実はすべて館長の手書きだからなのです。
　案内の字に引き寄せられるようにご来館いただいているお客
様の多いことおおいこと！！
　グッズ展開のご要望も多く、ノベルティー（おまけ）として
館長特製の格言絵はがきが登場した際には、大好評を博しまし
た。
　他の大きい施設では見られない、温かさを感じていただける
おもてなしと自負しております。
　字のもつ雰囲気と同様に、親しみのもてる資料館を目指して
おりますので、みなさまお誘いあわせの上、どうぞお気軽に、
まー、いっぺん、きてんまい。

　菊池寛記念館では、子供から大人まで楽しんでいただける「菊池
寛紙芝居」を作成しています。主に校外学習の児童や団体のお客様
が来館されたときに使用し、大変好評をいただいています。
　菊池寛は作家として数多くの文学作品を残し、また、『文藝春秋』
の創刊、芥川賞・直木賞の創設などにも貢献しました。紙芝居では、
そのような寛の功績を紹介するとともに、人間像についても触れて
います。若いころより苦労を重ねたことやマント事件の説明などを
通して、「努力家」「勤勉」「親友思い」などの人柄を感じ取ってい
ただいているようです。
　また、補足資料として、マントなどの小道具や作品紹介のパネル
も用意しています。更に、最新の芥川賞・直木賞の受賞者や受賞作
品の紹介も行っています。
　この「菊池寛紙芝居」は、ご希望があれば少人数でも対応いたし
ます。内容、時間などに関してもご要望がありましたら、お気軽に
ご相談ください。

　讃岐国分寺跡資料館では、来館者が少しでもリラックスしながら観覧していただけるよう、館内 BGM にサヌカイト（讃岐岩）で
作られた楽器による演奏曲を流しています。
　香川県でサヌカイトといえば「カンカン石」の名で知っている方も多いのではないでしょうか。このサヌカイトの奏でる音は、音
域が広く、リラックス効果があるといわれる高周波音が含まれていることがわかっています。多くの岩石の場合、結晶粒が大きく、
叩いても音波が吸収され、よい音はでませんが、サヌカイトは非常に微細で緻密な岩石であることから、音波の吸収が少なく、内部
反射が強まり美しい音が出るといわれています。
　讃岐国分寺跡周辺の山でも産出するサヌカイトは、旧石器時代から石器の上質な材料として用いられており、古代の人々もこの美
しい音を聞いていたかもしれません。資料館では、サヌカイトを音階順に並べた石琴を叩いてみることもできます。来館の際にはぜ
ひ曲を奏でてみてはいかがでしょうか。

讃岐国分寺跡資料館
高松市国分寺町国分 2177-1
Tel.087-874-8840　
開館時間：9:00 ～ 16:30
月曜休館（休日の場合は翌日）

お・も・て・な・し
 。

みなさまのお越しをお待ちしております。

菊池寛記念館
高松市昭和町 1-2-20
（サンクリスタル高松 3F）
Tel.087-861-4502　
開館時間：9:00 ～ 17:00
月曜休館（休日の場合は翌日）

高松市歴史資料館
高松市昭和町 1-2-20
（サンクリスタル高松 4F）
Tel.087-861-4520　
開館時間：9:00 ～ 17:00
月曜休館（休日の場合は翌日）

ちみつ

した地域まるごとの公園です。富士山の世界文化遺産登録ほど華々しくはありませんが、四国で
も、３年前の室戸の世界ジオパーク認定に続き、昨年、西予地域が日本ジオパークに認定され、
世界ジオパークは全国で６地域、日本ジオパークは 33 地域になりました。地元でも香川大学の
長谷川教授や経済団体等が今、讃岐の個性的で多様な地質遺産や文化・産業を世界ジオパークに
しようと取り組んでおられます。
　私たちは、讃岐平野のお結び山や屋島などの造形美、庵治石等、数々の石材製品を風景の一部
として見過ごしていますが、県外の人には、その魅力が強く感じられるようです。
　全国初の国立公園として指定され、今年で 80 周年を迎える瀬戸内海と同様、私たちが普段気
づかない郷土の長所を再認識すれば、讃岐ジオパークの実現も近いと思います。

　私は、家の中で過ごすよりは外に出るのが好きな方で、四国八十八ヶ寺巡礼を３回巡ったほか、
スイセン・梅・桜・紫陽花・ヒマワリ・コスモス等、季節の花を観るために妻と一緒に、ドライブ
がてら県内外に１日掛けて出かけています。それ以外の休日には、あちこちのカフェでモーニング
やランチを楽しんでいます。元来、花の観賞やカフェ通いが趣味だった訳ではなく、長年かけて妻
に躾けられた結果であります。最近は、日曜日に孫達（２歳♂・１歳♀・４か月♀）が集まってくれ
るので、遠出をする機会が減った分、孫たちと楽しいひと時が過ごせており、十分癒されています。
　さて、香南歴史民俗郷土館は、民俗展示室・歴史展示室・図書室・市民ギャラリー・研修室を設
けており、市民ギャラリーでは随時企画展を開催しております。私は、郷土館と市役所香南支所の
兼務をしていますので、週に１回程度しか顔を出せていませんが、お客様を気持ち良くお迎えでき
る様、職員共々頑張っていますので、皆様是非お越しください。

　菊池寛記念館のオリジナルグッズに、新しい商品が
加わりました。宗家くつわ堂と菊池寛顕彰会との共同
製造により、菊池寛をイラストにした「菊池寛イラス
ト入り瓦せんべい」です。デザインは、菊池寛の代表
作『父帰る』『藤十郎の恋』の文字が入ったものと、菊
池寛が同郷の人かどうかを見分ける際に使ったとされ
るセリフ「古天神はどっち向き？」の文字が入ったも
のとの２タイプです。
　この商品は注文（10 枚以上）をいただいてから製造
します。ぜひ貴重なお土産品としてお求めください。

　讃岐国分寺跡資料館では、1/10 の大きさの瓦製『鴟尾』を
販売しています。讃岐国分寺跡のこれまでの発掘調査において、
鴟尾は出土していないため、唐招提寺金堂に現存する奈良時代
の鴟尾や、ほかの遺跡から出土したものを参考に作ったもので
す。鴟尾とは、古代の宮殿や寺院の建物の大棟と呼ばれる屋根
の最も高い部分の棟両端に据えられていた飾りで、飛鳥時代に
日本へ伝わりました。これが後に、城郭建築でみられる魚形の
鯱へと変わっていきます。
　販売中の鴟尾は、史跡内に設置した 1/10 伽藍配置模型の金
堂にも据えていますので、見学の際にぜひ探してみてください。

　私は、平成 23 年度から歴史資料館職員皆様の仲間入りをさせていただき、本市の歴史と文化を学べる
施設で、郷土の文化遺産を継承しつつ、市民の皆様に楽しく学んでいただけるよう取り組んでいるとこ
ろです。
　消防職員として定年退職後、今までとまったく違った景色を見ることになりましたが、以前から好き
で習っている書道を生かし、それぞれの展示に少しでも役に立てばと思って励んでいます。
　この歳になって「少年易老学難成　一寸光陰不可軽・・・」や「鉄は熱いうちに打て」という諺で、
もう少し若いうちから幅広く学んでいればよかったのになぁ・・・と感じています。地元の歴史や文化
についても知っているようで聞かれるとわからないのが現実です。
　今年はちょうど瀬戸内海国立公園指定 80 周年記念の年でもあり、関連した希望の持てる楽しい企画展
を開催し、出来るだけ多くの市民の方にご覧いただけるよう頑張りたいと思います。
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玄関の鍵置きに。苔玉をのせてみたり…。
使い道は無限大です。

菊池寛
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展示関連行事

菊池寛記念館

文学展関連行事（参加は無料です。当日会場にお越しください。）

文学講演会
講師：吉川英明 氏（吉川英治記念館館長）
定員：先着200人
時間：10:30～
場所：サンクリスタル高松3階
　　　視聴覚ホール

6/8（土）

6/15(土)

落語会「吉川英治作 “新作落語”」
出演：柳家禽太夫 氏
定員：先着200人
時間：14:00～
場所：サンクリスタル高松3階
　　　視聴覚ホール

吉川英治作品朗読
出演：NHK高松放送局アナウンサー
定員：先着200人
時間：14:00～
場所：サンクリスタル高松3階
　　　視聴覚ホール

6/23（日）

他にもイベントを
多数企画しています！

歴史資料館

5/26(日)

「さぬきの豪農(仮称)」
講師：平野祐一 氏（香川建築探偵団）
定員：先着80人
時間：14:00～15:00
場所：サンクリスタル高松3階　第1集会室

収蔵品展
讃岐村塾タイアップ講演会（聴講は無料です。当日会場にお越しください。）

5/11（土）

「高松市三谷町森本建具店の組手雑貨」
講師：森本隆 氏（森本建具店）
定員：先着20人（要申込）
材料費：2,000円
時間：13:30～
場所：サンクリスタル高松3階　第1集会室

収蔵品展ワークショップ
く で

香南歴史民俗郷土館

4/28(日)

「久米栄左衛門通賢の軍備火器
　　～恩師・中山城山の影響～」
講師：占部日出明 氏

　　　（東かがわ市歴史民俗資料館運営委員）
定員：先着25人（要予約）
時間：13:30～14:30
場所：香南歴史民俗郷土館　第1研修室

企画展講演会（聴講は無料です。）

石の民俗資料館

4/29
(月・祝)

コンテンポラリーダンスパフォーマンス
入場料：無料
　　　　（但し、企画展示室でのパフォーマンス観覧時には、

　　　　企画展観覧料が必要です。）

時間：開演14:00
場所：石の民俗資料館
　　　企画展示室・エントランスホール（各1回）

企画展ダンスパフォーマンス

4/28（日）
5/12（日）

「和同開珎を作ろう！」
参加費：500円
時間：13:00～15:30
場所：サンクリスタル高松4階
　　　歴史資料館ロビー

わどうかいちん

ロビー展ワークショップ

歴史資料館

※申込不要。詳細は歴史資料館へ
お問い合わせ下さい。

講　座

※　講座や工作教室は、それぞれ申込、材料費などが必要です。詳細は、各館へお問い合わせください。

工　作

石の民俗資料館

「ガラスと石の器（予定）」
時間：10:00～11:00
定員：20名（要申込・5/1(水)から）
材料費：800円
準備物：持ち帰り用の袋か箱

5/18(土)

4/20(土)
時間：10:00～11:30
定員：先着20名（要申込・4/２(火)から）
材料費：500円
準備物：下絵、持ち帰り用の袋か箱

「トールペイント」

工作教室

「サヌカイト風鈴（予定）」
時間：10:00～12:00
定員：15名（要申込・6/1(土)から）
材料費：1,500円
準備物：なし

6/15(土)

●○●○●○●○●○●○●○●○●○

お申し込みは、石の民俗資料館までお願いします。

＊工作教室の対象は、各日とも、

小学生以上です。

　ただし、サヌカイト風鈴（予定）に限り、

保護者同伴の場合は幼児等も参加できます。

讃岐国分寺跡資料館

●○●○●○●○●○●○●○●○●○

友の会の会員を募集中です！年会費：1口 500円
詳しくは、讃岐国分寺跡資料館までお問い合わせください。

「讃岐国分寺の創建について」
　講師：渡部明夫 氏　
　時間：13:30～
　対象：友の会会員

4/20（土）

友の会　平成25年度総会講演

●○●○●○●○●○●○●○●○●○

傷害保険料： 800円（内容により実費負担あり）
募集期間：5月15日(水)～5月31日(金)まで

「伝統文化子ども箏教室」
　時間：13:00～15:00（2部制）
　場所：讃岐国分寺跡資料館
　　　　作業棟4階研修室
　対象：市内の小学5年生～中学生
　定員：先着20名(要申込)
　伝統文化「箏」教室です。

6/1(土)～
11/9(土)
計24回

「ふるさと文化財探偵団」
　時間：9:30～12:00
　対象：市内の小学校4年生～6年生
　定員：先着30人(要申込)
　歴史体験学習等を行います。
　6/9(日)：讃岐国分寺跡見学・クイズラリー・
　　　　　　 天平衣装を着てみよう
 　7月以降の内容は未定

6/9(日)～
計5回

香南歴史民俗郷土館

「篆刻教室」
印材に古代文字や絵柄を刻み、はんこ
を作ります。
講師：宮本瑞邦 氏
定員：25人(要申込)　対象：一般
時間：13:30～15:30
受講料：1,000円(材料費等別途必要)

   4月～
2014年3月
 第1・3
　 木曜日

郷土館講座

「拓本と表装を楽しむ」
郷土の文化に触れながら、拓本と表装
の技法を学びます。
講師：側瀬照明 氏
定員：20人(要申込)　対象：一般
時間：13:30～15:30
受講料：1,000円(材料費別途必要)

5月～
2014年2月
第3土曜日

「古文書を読む」
香南町に残る由佐家の古文書を読んで
いきます。
講師：山下隆章 氏
定員：25人(要申込)　対象：一般
時間：10:00～12:00
受講料：1,000円

5月～
2014年2月
第2日曜日

●○●○●○●○●○●○●○●○●○

お申し込みは、香南歴史民俗郷土館までお願いします。
募集期間：4月16日(火)～4月29日(月)まで

石の民俗資料館

「古文書講座」
　講師：加藤優 氏
            (鎌田共済会郷土博物館館長)
　時間：14:00～16:00
　対象：講座受講生
　受講料：年間1,000円

4/12(金)
5/10(金)
6/14(金)

教育普及Ⅱ
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　資料整備は、資料館の最も基本的な機能で、かつ重要な役割を占めるものである。
　資料の収集・整理・保存を行うことにより、資料館にとって最大の財産である収蔵資料に厚みを増すことが
できる。これによって常設展示の展示替え、また調査研究を通して企画展示等の方法で市民に還元し、貴重な
文化財産を次世代に伝えていく使命を持つ。収集方法としては、購入・寄贈・移管・寄託等がある。

品質

1 　収集

資料名 作者・著者名
美術工芸  絵画

時代・制作年 員数 全体法量 (cm)
12件

■  購入

美術工芸  書跡

歴史  古文書

縦 16.5　  横 60.0
縦 208.8　横 65.0

人物画巻

桜図瀧ノ水図

山水図

扇面

人物画 和田邦坊

松に鳥図

山水図

細川林谷書状
松平頼恕書状 樋口前中納言宛

合葉快堂

柴野栗山

日柳燕石

児島竹處

三谷石門

細川林谷
松平頼恕

馬場景泉

江戸時代

明治時代

江戸時代

大正～昭和時代

明治～江戸時代

明治～昭和時代

江戸時代

明治時代

江戸時代

双幅

1幅

1幅

1巻

1幅

1幅

1紙

1幅

四曲一隻

（桜）縦 177.5　横 47.7
（瀧ノ水）縦 177.5　横 48.0

縦 208.8　横 65.0

縦 116.0　横 49.0

縦 109.0　横 62.0

馬図 黒田綾山 江戸時代 1幅 縦 177.0　横 50.5

縦 133.5　横 24.0

縦 19.0　  横 54.3

縦 31.3　  横 700.2

縦 91.2　横 172.5

和紙絹
和紙絹

和紙絹

和紙絹

和紙絹

和紙絹

和紙絹

和紙絹

和紙

和紙
後藤漆谷書（巻子） 後藤漆谷 江戸時代 2巻 縦 31.3　  横 703.4 和紙

歴史  書跡・刊行物
田能村竹田 江戸時代 1冊 縦 15.0　横 11.5竹田先生印譜　三十一 和紙

絹
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■  寄贈・移管
5件

※掲載の順序は、採納手続き順による

冊子『火の用心』

脇差（1点）、弓（2点）、十三仏図（1点）

冊子『「大禹謨」再発見～それを受け継ぐ人たち～』

サイン帖

7代　嵐徳三郎関係資料

  1 点

  4 点

  1 点

  3 点

29 点

2 　貸出・特別利用

■  貸出

分類番号 資料名 出品展覧会 会場 会期
3件

■  特別利用
84件

C.0993-1
C.0993-2
C.0993-3
C.0993-4
C.0151
C.0572
C.1022
C.1666-1
C.1666-2
C.1666-3
C.1643
C.0357
C.0586-1
C.0586-2
C.1103
C.1173
C.0461
T.0294
C.1093
C.1636

鼇山遺稿 一
鼇山遺稿 二
鼇山遺稿 三
鼇山遺稿 四
女大学宝徳
沖堂先生遺稿
藤澤南岳校琉 増補 蘇批孟子 元
七輯 巻上
七輯 巻中
七輯 巻下
訓蒙絶句 全
日柳燕石印譜
鴻鯉編 上
鴻鯉編 下
讃岐史要
讃陽類狗集 完
柴野栗山
書跡貼交
弘道新説
和陶飲酒詩 全

「～城山生誕 250 年～
　第 8回 城山まつり」

香南歴史民俗郷土館 平成 25 年 4月 20 日～ 5月 26 日

A.0485
V.0081
V.0095
V.0117
V.0118
V.0122
V.0135
V.0139
V.0140
V.0145
V.0148
V.0168

O.0279
Q.0005
Q.009-02
Q.0034

高松市街空撮写真
高松高校屋上より東を望む
昭和 25 年頃の常磐街入口
21 万都市誕生
昭和 33 年頃の中央通り
花園町長尾線踏切付近
映画全盛期
大雪で倒壊したアーケード
玉藻公園の魔法のカップ
第 10回高松まつり (中央球場 )
瀬戸大橋開通
第 1回高松まつりが開かれる

栗林公園図屏風
源平合戦図画帖
源平合戦図屏風（左隻）
牟礼高松図（森良敬）

「懐かしの瓦町駅周辺風景
  写真で見る昭和の高松展」 高松天満屋 平成 25 年 4月 8日～ 5月 7日

「うどん県・時間旅行物語」 やしま源平劇場
りつりん・たまも江戸劇場

平成 25 年 10 月 5日～ 11 月 10 日
平成 25 年 10 月 19 日～ 12 月 1日

■  寄託
0件

計 38 点

資料整備Ⅲ
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3 　高松市収蔵品情報システム

　歴史資料館、美術館、平和記念室、菊池寛記念館の収蔵品及び文化財課所管の出土品等のデータを一元
管理し、公開可能なものについてインターネットにより広く公開する「高松市収蔵品情報システム」
（高松市ウェブミュージアム）を構築するとともに、積極的な運用を図っている。

http://www.takamatsu-webmuseum.jp/

4 　ボランティア活動

■古文書解読ボランティア　
　本館で収蔵する古文書等の資料については、平成10年度末から本格的に整理分類に着手している。しかし、
一連の作業の中核として古文書の解読にあたる職員等の絶対数が不足しており、作業の円滑な進捗が懸念され
るため、本館主催の古文書講座の受講生を中心に史料の解読をお手伝いしていただき、一定の成果をあげてい
る。25年度は書状・冊子などの資料の解読をしていただいた。
参加人数：6人

資料整備Ⅲ
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